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§ レポート全体概要

調査対象疾患 ＣＨＦ（慢性心不全）

調査ポイント

既存治療/

既存薬

 タイプ別の薬剤処方状況を分析

＜標準治療（ACE/ARB、β遮断薬、MRA）の実施状況を検証＞

 左室駆出率（HFrEF/HFpEF）別薬剤処方状況を検証

新規薬剤

（開発薬）

 ｲﾊﾞﾌﾞﾗｼﾞﾝ、LCZ696、SGLT2阻害薬等 薬剤別の評価を徹底検証！

 SGLT2阻害薬の心不全治療薬としてのポテンシャルを徹底検証！

 薬剤別の上市（承認取得）後の処方動向を徹底予測！

将来動向

＜新規薬剤の処方動向予測を踏まえた上で＞

 CHF治療のパラダイムシフトを徹底予測！

（新規薬剤が市場を席巻し、CHF市場は拡大路線に向かうか？）

対象薬剤

既存薬

ACE阻害薬（レニベース 等）、ARB（ブロプレス 等）、β遮断薬（アーチスト 等）、

MR拮抗剤（セララ 等）、バソプレシン拮抗薬（サムスカ）、利尿薬（ラシックス 等）、

強心薬（ジギタリス 等）、SGLT2阻害薬（ジャディアンス 等）

新規薬剤

（開発薬）

HCNチャネル阻害作用 ONO-1162(イバブラジン)＜2019.9 承認＞

アンジオテンシン受容体/

ネプリライシン阻害薬
LCZ696(サクビトリルバルサルタン)

sGC刺激薬 BAY 1021189(ベルイシグアト)

心筋ミオシンアクティベーター AMG 423(Omecamtiv Mecarbil)

SGLT2阻害薬 エンパグリフロジン/ダパグリフロジン

＊調査重点薬剤



§ レポートPart別概要
調査種類 Part Ⅰ データ分析編 Part Ⅱ 定量調査編 Part Ⅲ ＫＯＬヒアリング編

調査手法
（オープンソースを基にした）

データ分析
インターネットによるWEB調査 深層面談調査

調査対象医師

（対象医師数）
－

CHF患者を診療している医師 ２０７名

＜内 対象薬剤治験参加医 ６１名 ＞

CHF TOP KOL ３名

＜関連学会理事・役員＞

調査対象施設・

診療科
－ 循環器内科＜HP/GP共に＞ 循環器内科

調査内容

＜既存薬＞
プロファイル、作用機序・特性、
薬価、販売高推移、臨床試験、
関連論文

＜開発薬＞
プロファイル、作用機序・特性、
臨床試験、関連文献

＜その他＞
注目企業動向、学会情報

＜別添＞
抄録集（関連論文）

＜既存治療/既存薬＞
 合併症併発状況
 ガイドライン参考状況
 タイプ別薬剤処方状況/併用状況
 現状でのSGLT2阻害薬の処方状況

＜新規薬剤（開発薬）＞
 薬剤別認知状況
 薬剤別処方意向・期待度
 HFrEF/HFpEF別薬剤別処方動向予測
 「DAPA-HF試験結果」による
今後のSGLT2阻害薬の処方動向予測

＜新規薬剤参入後の今後の薬剤処方動向＞
 既存薬/新規薬剤の薬剤別処方動向予測
 タイプ別薬剤処方動向 /併用動向予測

等

＜既存治療/既存薬＞
 臨床上での薬剤選択の際の重視内容
 タイプ別薬剤処方状況＊
 治療薬のﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ＊
（ベース薬＜標準治療＞の処方状況）

 HFrEF/HFpEF別薬剤処方状況・治療評価

＜新規薬剤（開発薬）＞
 薬剤別評価/治療薬としてのポテンシャル
 「DAPA-HF試験結果」による

SGLT2阻害薬の処方動向の変化予測＊

＜新規薬剤参入後の今後の薬剤処方動向＞
 既存薬/新規薬剤の薬剤別処方動向/

ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ予測＊
（ベース薬＜標準治療＞の変化予測）
 急性心不全治療の変化動向予測

等

＊の項目は、国内全体の処方状況/将来動向に

ついての検証/予測

調査実施時期 ２０１９年 ８月 ～ １０月

体裁／頁数 PartⅠ・・・ＰＰＴ（ or ＥＸＣＥＬ）、PartⅡ＆Ⅲ・・・ＰＰＴ ／ Ａ４ 計約６0０ページ（報告書本編のみ、別添は含まない）

レポート価格 フルセット＜３パート＞ １８０万円（税別） ＊Part別販売 可
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7ＣＩインサイトレポート －ＣＨＦ－（PartⅡ 定量調査 要約編）

3) 開発薬の認知状況・処方意向・期待内容

 処方意向・期待度のTOP2(「非常に高い」「ある程度高い」を合わせた割合)について、各開発薬の認知状況別に見る
と、薬剤名を認知している医師の方が処方意向が高い。特に「薬剤名と薬剤特性の両方を認識している」とする医師は
「ONO-1162(イバブラジン)」「LCZ696(サクビトリルバルサルタン)」「エンパグリフロジン」「ダパグリフロジン」において
60%～70％台となっている。

3-3.開発薬の薬剤別処方意向・期待度

どちらも認識 n=72 n=71 n=25 n=18 n=150 n=154

薬剤名のみ n=49 n=41 n=46 n=49 n=35 n=30

認識していない n=86 n=95 n=136 n=140 n=22 n=23

開発薬の薬剤別処方意向・期待度（TOP2*） ＜各薬剤の認知状況別＞

38 42 22 25 64 61

64

73

40
44

73
70

29

42

28

33

49
43

22

19

17
20

27
30

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ONO-1162

(イバブラジン)

LCZ696

(サクビトリルバルサルタン)

BAY 1021189

(ベルイシグアト)

AMG 423

(Omecamtiv Mecarbil)

エンパグリフロジン ダパグリフロジン

全体 n=207 薬剤名と薬剤特性の両方を認識している

薬剤名は認識しているが、薬剤特性は認識していない 薬剤名も薬剤特性も認識していない


